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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
－
４
　
夜
叉
 

４
　
＜
２
６
＞

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
７
６
７
Ｎ

【
作
者
名
】

　
み
づ
き
海
斗

【
あ
ら
す
じ
】

　
遂
に
和
人
と
巡
り
会
え
た
裕
希
。
そ
し
て
つ
か
の
間
の
安
ら
ぎ
が
訪
れ
る
。

そ
し
て
朝
子
に
も
・
・
・
　
・
・
・
。

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
シ
リ
ー
ズ
　
夜
叉
４
　
最
終
章
　
第
２
話
で
す
。
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１
．
月
夜
（
が
つ
や
）
－
２
　
（
前
書
き
）

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
下
さ
い
。
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１
．
月
夜
（
が
つ
や
）
－
２
　

　
「
随
分
、
背
が
伸
び
た
な
、
裕
希
。
」

　
そ
の
和
人
の
言
葉
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
の
キ
リ
マ
ン
を
リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ
ァ
で
飲

み
な
が
ら
、
和
人
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
借
り
た
裕
希
が
答
え
る
。

　
「
育
ち
盛
り
だ
か
ら
。
」

　
裕
希
は
ミ
ル
ク
入
り
の
ア
イ
ス
・
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
答
え
た
。
「
和

人
は
相
変
わ
ら
ず
だ
ね
。
・
・
・
　
・
・
・
っ
て
か
、
俺
和
人
と
記
憶
を
共
有

し
て
る
み
た
い
な
ん
だ
。
」

　
「
そ
う
。
」

　
「
だ
か
ら
、
夜
叉
の
言
っ
た
通
り
、
和
人
の
声
を
頼
り
に
こ
こ
へ
来
れ
た
ん

だ
。
」

　
「
裕
希
く
ん
は
強
く
な
っ
た
よ
、
和
人
さ
ん
。
」

　
傍
ら
の
早
坂
が
、
「
桜
相
手
に
対
等
に
闘
っ
た
ん
だ
か
ら
。
」

　
そ
し
て
、
「
不
破
和
人
さ
ん
－
－
－
ま
た
、
会
え
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
よ
。
」

　
そ
ん
な
早
坂
の
言
葉
に
、
和
人
は
微
笑
を
浮
か
べ
る
だ
け
だ
っ
た
。

　
見
る
者
全
て
を
魅
了
す
る
、
そ
の
微
笑
。

　
「
ア
ッ
プ
ル
・
パ
イ
が
焼
け
た
わ
よ
。
」

　
カ
ウ
ン
タ
ー
・
キ
ッ
チ
ン
の
中
か
ら
朝
子
が
声
を
か
け
る
。
「
一
番
、
大
き

い
の
食
べ
た
い
人
！
」

　
「
は
ー
い
！
」

　
裕
希
は
元
気
よ
く
、
手
を
上
げ
た
。
「
朝
子
さ
ん
の
手
料
理
な
ん
て
久
し
ぶ

り
だ
よ
！
ね
ぇ
、
和
人
も
早
坂
さ
ん
も
夜
叉
も
手
を
上
げ
な
よ
！
本
当
に
美
味

し
い
ん
だ
か
ら
。
」

　
と
、
言
う
と
テ
ー
ブ
ル
に
身
を
乗
り
出
し
、
強
引
に
、

　
「
こ
ら
っ
、
裕
希
く
ん
！
」

　
「
裕
希
。
」

　
手
を
掴
み
上
げ
さ
せ
た
。
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「
ア
ッ
プ
ル
・
パ
イ
な
ど
。
」

　
夜
叉
が
ぼ
そ
り
と
呟
く
。
「
平
安
の
都
に
は
な
か
っ
た
ぞ
え
。
」

　
「
え
え
！
じ
ゃ
、
夜
叉
に
は
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
も
ら
わ
な
き
ゃ
、
ね
、
和
人
。

」　
「
そ
う
だ
ね
。
」

　
和
人
は
く
す
く
す
と
笑
い
、
「
朝
子
、
夜
叉
の
を
一
番
大
き
く
切
っ
て
く
れ
。

」　
「
は
ー
い
♪
」

　
朝
子
が
答
え
、
夜
叉
は
和
人
を
横
目
で
睨
ん
だ
。

　
「
若
。
冗
談
に
も
程
が
あ
る
ぞ
え
。
」

　
「
そ
う
？
」

　
和
人
は
平
然
と
答
え
、
席
を
立
ち
、
「
朝
子
。
手
伝
う
よ
。
」

　
キ
ッ
チ
ン
の
方
へ
向
か
っ
て
行
っ
た
。

　
「
ね
ぇ
。
」

　
裕
希
は
小
さ
な
声
と
手
ぶ
り
で
夜
叉
と
早
坂
を
呼
び
、
「
ち
ょ
っ
と
２
人
だ

け
に
し
て
お
こ
う
よ
、
和
人
と
朝
子
さ
ん
。
」

　
そ
し
て
、
「
早
坂
さ
ん
の
言
う
、
謎
解
き
の
話
し
は
バ
ル
コ
ニ
ー
に
し
よ
う
。

」　
早
坂
は
い
ち
早
く
、
そ
れ
を
察
し
、

　
「
そ
う
だ
ね
、
裕
希
く
ん
。
」

　
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、

　
「
ど
う
し
て
じ
ゃ
？
裕
希
。
」

　
と
、
夜
叉
。

　
「
夜
叉
。
」

　
裕
希
は
夜
叉
の
耳
元
で
、
「
和
人
と
朝
子
さ
ん
、
両
想
い
な
ん
だ
。
だ
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
２
人
だ
け
に
し
よ
う
よ
。
」

　
「
そ
う
か
え
。
」

　
夜
叉
は
口
元
に
笑
み
を
浮
か
べ
、
「
そ
れ
な
ら
」

　
キ
ッ
チ
ン
へ
声
を
か
け
た
。

　
「
少
し
早
坂
殿
と
裕
希
と
で
外
の
空
気
を
吸
っ
て
く
る
故
、
作
戦
会
議
は
バ
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ル
コ
ニ
ー
で
。
」

　
「
お
い
、
夜
叉
！
」

　
和
人
が
慌
て
て
振
り
返
る
。
「
こ
こ
で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
」

　
「
ま
ず
い
の
だ
よ
、
外
の
空
気
に
触
れ
て
食
べ
た
方
が
美
味
し
い
だ
ろ
？
」

　
「
そ
う
そ
う
！
」

　
裕
希
は
席
を
立
ち
、
「
じ
ゃ
、
朝
子
さ
ん
待
っ
て
る
か
ら
ね
！
」

　
「
裕
希
く
ん
！
」

　
朝
子
が
顔
を
赤
く
し
て
少
年
の
名
を
呼
ぶ
。

　
３
人
は
手
を
振
り
、
バ
ル
コ
ニ
ー
に
席
を
移
し
た
。

　
カ
ウ
ン
タ
ー
・
キ
ッ
チ
ン
内
に
残
さ
れ
た
和
人
と
朝
子
。

　
「
あ
い
つ
ら
、
何
考
え
て
る
ん
だ
。
」

　
和
人
は
不
機
嫌
そ
う
に
言
っ
た
。

　
「
い
い
じ
ゃ
な
い
、
別
に
。
」

　
逆
に
朝
子
は
上
機
嫌
だ
っ
た
。
「
和
人
も
食
べ
て
よ
、
朝
子
さ
ん
特
製
の
ア

ッ
プ
ル
・
パ
イ
。
ジ
ン
ジ
ャ
ー
入
り
。
」

　
「
御
言
葉
だ
け
頂
戴
し
と
く
・
・
・
　
・
・
・
」

　
「
駄
－
－
－
目
！
は
い
、
味
見
。
」

　
と
、
そ
の
一
欠
け
ら
を
和
人
の
口
元
に
フ
ォ
ー
ク
で
差
し
出
す
。

　
「
・
・
・
　
・
・
・
」

　
仕
方
な
く
目
を
閉
じ
て
、
口
を
開
け
る
和
人
。

　
「
ね
ぇ
、
和
人
。
」

　
そ
ん
な
彼
に
朝
子
は
言
っ
た
。
「
あ
の
言
葉
本
当
？
」

　
ア
ッ
プ
ル
・
パ
イ
の
欠
片
を
食
べ
な
が
ら
、

　
「
何
の
言
葉
？
」

　
「
忘
れ
た
の
？
」

　
少
し
拗
ね
た
よ
う
に
、
朝
子
が
言
う
。

　
和
人
は
目
を
開
い
た
。

　
そ
し
て
、

　
「
朝
子
も
味
見
し
て
み
る
？
ア
ッ
プ
ル
・
パ
イ
。
」

　
「
和
人
。
」
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彼
は
彼
女
の
長
い
髪
に
手
を
か
け
、
抱
き
寄
せ
た
。

　
「
美
味
し
い
よ
、
ア
ッ
プ
ル
・
パ
イ
。
」

　
そ
し
て
、
２
人
の
唇
が
重
な
っ
た
。

　
や
や
あ
っ
て
、
朝
子
が
呟
い
た
。

　
「
も
う
、
何
処
へ
も
行
か
な
い
で
ね
。
」

　
「
約
束
す
る
よ
、
朝
子
。
」

　
心
配
そ
う
な
朝
子
を
、
和
人
は
両
腕
で
抱
き
し
め
た
。

　
「
２
０
年
前
」

　
朝
子
が
思
い
出
し
た
風
に
、
「
九
桜
か
ら
私
を
助
け
て
く
れ
た
の
が
貴
方
で

よ
か
っ
た
。
も
し
、
九
桜
が
私
の
血
を
奪
っ
て
い
た
ら
今
、
私
は
こ
ん
な
ん
じ

ゃ
な
か
っ
た
と
思
う
。
『
闇
』
に
染
ま
っ
て
い
た
と
思
う
・
・
・
　
・
・
・
」

　
「
そ
う
。
」

　
「
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
貴
方
に
育
て
ら
れ
て
、
『
今
の
私
』
が
い
る
の
。
『
闇
』

と
『
光
』
の
狭
間
に
立
っ
て
い
る
け
ど
、
裕
希
く
ん
と
同
じ
よ
う
に
貴
方
が
い

る
か
ら
『
闇
』
に
染
ま
ら
な
い
。
」

　
「
そ
う
だ
ね
。
」

　
和
人
は
朝
子
を
抱
き
し
め
る
両
腕
に
力
を
込
め
た
。

　
「
ず
っ
と
そ
の
ま
ま
で
い
て
く
れ
、
朝
子
。
」

　
「
和
人
が
い
る
限
り
－
－
－
だ
っ
て
、
初
恋
の
人
と
や
っ
と
両
想
い
に
な
っ

た
ん
だ
も
の
。
」

　
「
そ
う
な
の
？
」

　
「
鈍
い
な
ぁ
。
」

　
朝
子
は
和
人
の
両
腕
か
ら
身
を
離
し
、
右
手
の
中
指
で
彼
の
額
を
こ
つ
ん
、

と
つ
つ
く
。
「
本
当
、
和
人
っ
て
鈍
感
な
ん
だ
か
ら
。
」

　
「
悪
か
っ
た
ね
。
」

　
和
人
は
苦
笑
し
て
言
っ
た
。
「
で
も
、
も
う
一
人
に
は
さ
せ
な
い
か
ら
。
秀

も
桜
か
ら
奪
い
返
し
て
み
せ
る
。
」

　
「
和
人
・
・
・
　
・
・
・
」

　
「
ほ
ら
、
ま
た
不
安
そ
う
な
顔
を
す
る
。
」

　
今
度
は
和
人
が
朝
子
の
額
を
こ
づ
く
。
「
大
丈
夫
。
夜
叉
も
つ
い
て
る
。
」
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そ
の
時
、

　
「
ね
ぇ
！
朝
子
さ
ん
、
和
人
！
」

　
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
裕
希
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
た
。

　
「
ア
ッ
プ
ル
・
パ
イ
ま
だ
？
」

　
「
は
い
は
い
。
」

　
朝
子
は
和
人
に
笑
み
を
浮
か
べ
、
ア
ッ
プ
ル
・
パ
イ
を
切
り
始
め
た
。
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１
．
月
夜
（
が
つ
や
）
－
２
　
（
後
書
き
）

ま
た
、
次
回
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n2767n/

